
年間万人が往来
年前の倍に

開
港

年
迎
え
た
仙
台
空
港
宮

城

県

名
取
市
・
岩
沼
市

東
北
の
空
の
玄
関
口

ソ
ウ
ル
線
が
週
５
便
運
航

米
子
鬼
太
郎
空
港（
鳥
取
県

境
港
市

）

山
陰
地
方
で
唯
一

国
際
定
期
便
が
就
航


空
港
が
韓
国
と
直
結

（７） 第３２７０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）６月９日（月曜日）

仙
台
国
際
空
港
全
景

前田基社長

米
子
鬼
太
郎
空
港

１
９
６
５
年
の
日
韓
国
交

正
常
化
か
ら
今
年
で

年
。

両
国
間
の
人
的
交
流
は
紆
余

曲
折
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ほ

ぼ
一
貫
し
て
右
肩
上
が
り
で

推
移
し
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
エ
ポ
ッ
ク
メ

ー
キ
ン
グ
な
出
来
事
が
あ

る
。

年
に
韓
国
で
国
民
の

海
外
旅
行
が
全
面
自
由
化
さ

れ
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま
で

日
本
人
の
韓
国
行
き
が
多
か

っ
た
も
の
が
、
韓
国
人
の
日

本
行
き
が
そ
れ
と
肩
を
並
べ

る
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。

日
本
に
よ
る
外
客
誘
致
政

策
や
、
韓
国
に
よ
る
ド
ラ
マ

や
音
楽
な
ど
韓
流
コ
ン
テ
ン

ツ
の
輸
出
政
策
が
両
国
間
の

人
的
交
流
を
一
層
促
進
。


年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
交
流
は
一
時
途

絶
え
た
が
、

年
か
ら
徐
々

に
復
活
し
、
昨
年
は
過
去
最

高
の
１
２
０
０
万
人
超
え

と
、

年
前
の
２
万
人
か
ら

実
に
６
０
０
倍
と
桁
違
い
の

数
と
な
っ
た
。

韓
国
と
の
間
で
定
期
航
空

便
が
就
航
す
る
日
本
の
空
港

は

カ
所
。
き
め
の
細
か
い

輸
送
体
制
も
両
国
間
の
交
流

拡
大
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

仙台空港に就航するアシアナ航空
の飛行機

米
子
鬼
太
郎
空
港
（
鳥
取

県
境
港
市
）
は
米
子
市
中
心

部
か
ら
約

㌔
の
弓
ヶ
浜
半

島
の
中
心
部
に
位
置
。
風
光

明
媚
な
観
光
地
が
周
囲
に
多

く
、
山
陰
観
光
の
空
の
玄
関

口
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
０
年

４
月
に
は
従
来

の
米
子
空
港
か

ら
、
愛
称
を
境

港
市
出
身
の
漫

画
家
・
水
木
し
げ
る
氏
の
作

品
『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
』
に

ち
な
ん
だ
「
米
子
鬼
太
郎
空

港
」
と
し
た
。
鬼
太
郎
や
妖

怪
た
ち
の
世
界
観
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
空
港
利
用
の

促
進
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
。

年
度
の
利
用
者
数
は
、

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ
る

記
念
館
や
、

月
に
県
内
各

地
で
実
施
さ
れ
た
高
齢
者
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
健
康
福

祉
の
祭
典
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」
の
効
果
も
あ
り
、
前
年

度
比

・
４
％
増
、
か
つ
過

去
最
多
の
約

万
人
を
記
録

し
た
。

国
際
定
期
便
は
、
エ
ア
ソ

ウ
ル
の
米
子
―
ソ
ウ
ル
便
が

週
５
便
（
日
・
月
・
水
・
木

・
金
）
を
皮
切
り
に
、
グ
レ

ー
タ
ー
ベ
イ
航

空
の
米
子
―
香

港
便
の
週
３
便

（
火
・
木
・
日
）

と
、
タ
イ
ガ
ー

エ
ア
台
湾
の
米
子
―
台
北
便

の
週
２
便
（
月
・
金
）
が
就

航
。
山
陰
地
方
唯
一
の
国
際

定
期
便
が
就
航
す
る
国
際
空

港
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る

２
０
２
５
年
、
開
港

年

を
迎
え
た
仙
台
空
港
（
宮
城

県
名
取
市
、
岩
沼
市
）
は
、

空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
名

取
市
に
立
地
し
、
滑
走
路
は

岩
沼
市
に
ま
た
が
る
東
北
地

方
唯
一
の
国
管
理
空
港
だ
。

宮
城
県
中
南
部
の
海
岸
に

ほ
ど
近
い
、
仙
台
市
か
ら
南

東
お
よ
そ

㌔
の
場
所
に
位

置
。
仙
台
駅
と
仙
台
空
港
間

が
空
港
連
絡
鉄
道
・
仙
台
空

港
ア
ク
セ
ス
線
で
結
ば
れ
、

仙
台
の
中
心
地
か
ら
乗
り
換

え
な
し
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

で
き
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

か
ら
好
評
を
博
し
て
い
る
。


年
７
月
に
は
、
日
本
で

初
め
て
国
管
理
空
港
と
し

て
、
民
間
と
の
一
体
的
運
営

が
実
施
さ
れ
た
。
航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
空
港
機

能
の
拡
充
、
快
適
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
東
北
の
空
の
玄

関
口
と
し
て
引
き
続
き
努
め

て
い
る
。

今
年
４
月

日
に
発
表
さ

れ
た

年
度
の
国
内
線
・
国

際
線
合
わ
せ
た
旅
客
数
は
お

よ
そ
３
７
７
万
人
。
「
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

年
度

の
３
７
２
万
人
を
上
回
り
、

５
年
ぶ
り
に
過
去
最
多
を
記

録
。
前
年
度
の

年
度
か
ら

は
６
・
４
％
、
約

万
人
増

加
し
た
」
と
同
社
。

国
内
線
は
約
３
２
５
万
人

で
、
前
年
度
か
ら
２
・
６
％

増
え
、

年
度
の
約
３
３
３

万
人
の
次
に
多
い
旅
客
数
と

な
っ
た
。

国
際
線
は
、
昨
年

月
以

降
、
香
港
便
が
週
９
便
運
航

す
る
な
ど
合
計
で
週

便
運

航
。
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る

な
ど
旅
客
数
は
前
年
度
比


・
８
％
増
の
約

万
人
と
大

き
く
伸
び
、
過
去
最
多
だ
っ

た

年
度
の
約

万
人
を
更

新
し
た
。


年
、
運
輸
省
（
現
国
土

交
通
省
）
は
、
日
本
人
海
外

旅
行
者
１
千
万
人
を
目
標
と

し
た「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
計
画
」

を
立
て
、
航
空
会
社
は
日
本

各
地
の
地
方
空
港
か
ら
立
て

続
け
に
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便

を
運
航
。
東
北
地
方
か
ら
は

仙
台
空
港
が
ソ
ウ
ル
と
の
連

続
プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ャ
ー
タ
ー

を
行
い
、全
便
ほ
ぼ
満
席
と
、

大
成
功
を
収
め
た
。

そ
れ
に
続
き

年
４
月
は

ア
シ
ア
ナ
航
空
の
仙
台
―
ソ

ウ
ル
便
が
就
航
し
た
。
仙
台

空
港
と
し
て
初
の
定
期
国
際

線
で
、
以
来
、
東
北
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
、
同
空
港

は
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
と
な
る
。
ソ
ウ
ル

線
は
現
在
、
週
５
便
（
月
・

火
・
水
・
金
・
日
）
が
運
航

し
て
い
る
。

仙
台
―
ソ
ウ
ル
定
期
路
線

就
航

周
年
並
び
に
、
日
韓

国
交
正
常
化

周
年
に
あ
た

り
、
仙
台
国
際
空
港
株
式
会

社
の
前
田
基
代
表
取
締
役
社

長
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
。◇

日
韓
国
交
正
常
化

周
年

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
両
国
間
の

相
互
交
流
が
今
後
さ
ら
に
一

層
発
展
す
る
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
ま
た
、
ア
シ
ア
ナ

航
空
に
よ
る
仙
台
―
ソ
ウ
ル

線
が
開
設
さ
れ
て
か
ら

周

年
と
な
る
記
念
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。
仙
台
―
ソ
ウ
ル
線

は
仙
台
空
港
に
と
り
ま
し
て

初
の
国
際
路
線
で
あ
り
、
就

航
以
来
、
両
国
の
交
流
を
育

む
架
け
橋
と
し
て
長
い
歴
史

を
刻
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
こ

と
に
、
心
よ
り
敬
意
と
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

仙
台
空
港
は
国
管
理
空
港

の
民
営
化
第
１
号
と
し
て
２

０
１
６
年
７
月
に
運
営
を
開

始
し
、
お
か
げ
さ
ま
を
持
ち

ま
し
て
現
在
９
年
目
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
日
韓

両
国
の
交
流
促
進
に
貢
献
す

る
た
め
、
安
全
・
保
安
を
第

一
に
、
よ
り
便
利
で
快
適
な

東
北
の
空
の
玄
関
口
を
目
指

し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、引
き
続
き
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻

べ
ん
た
つ

を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
日
韓
両
国
の
交

流
の
一
層
の
深
ま
り
と
、
皆

さ
ま
の
ご
発
展
、
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。




